





59,862 件（速報値）と過去最高を記録した他，同年度中の心中を除く虐待死亡事例数も 45 事例（51 人）
と，前年度（47 事例 49 人）とほぼ同程度で推移している（１）。また 2010 年 9 月には，埼玉県の女性
教諭が，担任をしている女子児童の両親から再三の嫌がらせを受け不眠症になったとして，両親に慰
































（1996 年まで在任。1997 年から現在までは同大学名誉教授）（７）。さらに 1970 年代に入って，自身の































以降もほぼ一貫しており，そしてこのことは，例えば彼の 1991 年の論文「少年エイジズム」（“Juvenile 
Ageism”）（13）からも見て取ることができる。
このエイジズム（ageism）とは，年齢差別，特に高齢者に対する年齢差別を指す用語であり，1969







































































ントフッド解釈は，①「成人期における一発達段階」（an adult developmental stage）としてのペア
レントフッド（親期），②権利ではなく，「獲得された特権」（earned privilege）としてのペアレント
フッド（親になること），③「社会基盤」（the foundation of society）ないし「生涯を通じたキャリア」




































ペアレントフッド解釈は，既に 1970 年代初頭にアメリカの生態学者 G. ハーディン（Garrett Hardin, 
1915-2003）（29）や，同国の倫理学者 E. キャスティーン（Edgar R. Chasteen, 1935- ）（30）が議論の俎上に
乗せ，親になることが適格性を有する者にのみ付与される特権であるとする主張を展開している。た
だしこの上記の 2 人が，基本的には人口統制（population control）という優生学的観点から論じてい
るのに対して，ウェストマンはこれをあくまで（虐待からの）子どもの保護という観点から取り上げ
点で一線を画しており，この点に関連して彼は，1996 年の論文「親のライセンス化の理論的根拠と




















とする D. スーパー（Donald E. Super, 1910-1994）流のキャリア観に基づくものであり，恐らくウェ
ストマンにおいて初めて本格的に論じられたものと推察される。具体的には，このペアレントフッ
ド解釈に関するウェストマンの言及はまず 1994 年の著書内で散見される（34）が，その後 1999 年の論



















































iness for parenthood）育成のための教育（family life education）を十分に提供すること，すなわち子

















注⑴ 厚生労働省「児童相談所での児童虐待相談対応件数」2012 年 7 月（http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/ 
2r9852000002fxos-att/2r9852000002fy23.pdf より 2013 年 3 月 28 日入手）
　⑵ 「教諭，児童の親提訴，埼玉『嫌がらせで不眠症』」『日本経済新聞』2011 年 1 月 18 日夕刊
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